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論文内容要旨
 1はじめに
 河辺植生は,植生または生物共同体が,成立し,発達し,繁殖し,そして,たった一回の洪
 水や短期間の強い乾燥によって消滅する動態の実例でもある。ある地域における河辺およびそ
 の周辺部の沖積地植生の調査研究によって,植生と立地条件との動的,空間的なかかわりあい
 を総合的に解明することができる。
 河辺植生は,おもに河辺およびその周辺域にあって,多少とも増水や洪水の影響を受ける範
 囲に生育する植生すべてを含めていう。そこには複雑な立地に対応した多彩な植物群落が発達
 している。
 本研究は関東地方のヤブツバキクラス域の範囲における河辺およびその周辺地域の低地に生
 育する,自然と代償とをとわず,すべての植生について,群落の種組成およびシステム,構造,
 分布,動態および人為的影響等を明らかにすることを目的としている。
 豆河辺植生の研究史
 わが国における河辺植生の研究は古く中野(19io)にはじまり,猶原(1936.1945),栗田
 (1941)などの生態学的研究が行なわれ,さらに,南川(1963),宮脇,奥田,石坂(1967)など
 によって,群集の記載がはじめられた。Miyawaki&Okuda(1972)は,多摩川流域にお
 いて,植物群落と立地条件,配分,遷移などに関し,総合的な研究が進められた。その後,飯
 泉他(1975),奥田(1976)など,わが国各地の河川についての植生学的な研究成果が報告され
 現在に至っている。
 諸外国ではMoor(1958.1969),Seibert(1958),Niewann(1963),Kopeckシ
 (1965-68),丁壮xen(1950、1970,1974)などすぐれた研究が多い。
 皿関東平野における河辺植生の単位
 Braun-Blanquetの調査方法による,一過去10年間の植生調査とテーブル作業の結果,
 関東平野における河辺およびその周辺の低地において64の植生単位が記録された。これらは
 クラスのレベルで16の単位にまとめられている。
 1コウキクサクラス(浮遊植物群落)
 本州の水田,溝,池などに広く分布するアオウキクサーサンショウモ群集およびその断片と
 してのアオウキクサ群落に加え,新たにヒメウキクサ群集,オオアカウキクサ群落が記載さ
 れた。
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 2ヒルムシ・クラス(浮葉および沈水植物群落)
 印旛温手賀沼などの富栄養湖にガガブターヒシ群集が分布している。多摩川や鬼怒川の
 流水中にはヤナギモ群落が見出される。
 3ウラギククラス(塩沼地植物群落)
 多摩川の感潮部の泥湿地はホソバノハマアカザーウラギク群落,ウスベニッメクサ群落が
 生育している。小櫃川の三角州にはナガミノオニシバ群集の発達した植分がある。
 4オカヒジキクラス(海岸有機物堆積上の植物群落)
 海岸の富栄養な泥湿地一i二にホソバノハマアカザーハママツナ群集が,小櫃川河口に生育し
 ている0
 5アゼナ群団(短期一年生草本植物群落)
 河辺や沼の岸辺の水位変動のある裸地上に生ずる短期一・年生草本植物群落として多摩川,
 利根川で報告されていたアオテノツキ群集.およびアゼトウガラシ群集に加え,アゼガヤッリ
 ーカワラスガナ群集とトキγソウーウリクサ群集が記載された。
 6タウコギクラス(河辺好望素性一年生草本植物群落)
 過窒素化した河辺や不安定地に生育するタウコギクラスには9個の群落が記録された。春
 季流水辺に生育するカズノコグサーカワジシャ群集,湿田の春季雑草のスズメノテッポウー
 タガラシ群集,乾田のノミノフスマーケキツネノボタノ群集らは、低茎の群落で,スズメ。ノ
 テッポウ群団にまとめられる。
 夏,秋、主として河川ド流部の水ぎわの過窒素地にミゾソパ群集,オオクサキビーヤナギ
 タデ群集が生育する。利根川の上流部で新しくアキノウナギツカミーヤナギタデ群集が記載
 されたが,この群集はブナクラス域にも広く分布するものと考えられる。水ぎわからやや離
 れた粘質土堆積地にはコアカザーオオオナモミ群集,礫質土上にアキノエノコ・グサーコセ
 ンダングサ群集が分布する。以上の群落はオオクサキビーアメリカセングングサ群団にまと
 められる。
 水田耕作放棄地の雑草群落はコブナグサ群落として扱かわれた。
 7イネクラス(水田雑草群落)
 関東平野の水田雑草群落はウリカワーコナギ群集にあたる。亜群集レベルとして,すでに
 報告されているアゼナ匝群集に対し、軟泥質の水団でミズオオバコ亜群集が記載された。
 8シロザクラス(畑地雑草群落)
 河川敷の耕作地雑草群落は,本州に広く分布する,カラスビシャクーニシキノウ群集の湿
 生立地のタイプとして,典型亜群集,トキγソウ変群集として位置づけられた。
 9一一年生路上植物群落
 一一年生草本植物群落としてオヒシバーアキメヒシバ群集が記載された。上級単位の決定に
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 はまだ問題が多い。
 ioオオバコオーダー(河辺および路上に生育する多年生広葉植物群落)
 水辺生の多年生草本植物群落のナガバギシギシーギシギシ群集と,水田畦のミゾカクシ一
 寸オジシバリ群集(以上カモジグサーギシギシ群団)は,関東一円に広く分布する。路上植
 生にはクサイーカゼクサ群集,カワラスゲークサイ群集(以上ミチヤナギ群団)が記録され
 た。
 11ヨモギクラス(多年生路傍雑草群落)
 わが国の路傍雑草は未調査の部分が多いが,関東平野において9群落が記録された。つる
 植物を主体とする植物群落としてアキノノゲシーカナムグラ群集,アシボソーツルマメ群落,
 ヤブマメーヒルガオ群落およびハナウド群集が新たに記載され,これらはカナムグラーヤブガ
 ガラシ群団にまとめられた。また,直立性草本植物群落としては,ユウガギクーヨモギ群集,
 イタドリ群落が新たに記載された。ユウガギクーヨモギ群集は,ヨモギクラスの中核的な植
 生単位であり,東北から近畿まで分布する。これには同位の群集の出現の可能性があり,チ
 カラシバーヨモギ群団とされた。
 河床部の砂堆上にはマルバヤハズソゥーカワラノギク群集と,カワラヨモギーカワラサイコ
 群集が記録されていたが,新たにカラメドハギーカワラケッメイ群集が追加記載された。こ
 れらは,カワラハハコーヨモギ群団にまとめられる。
 12ヨシ"ラス(ヨシ草原)
 塩沼地生のヨシクラスの群落として,シオクグ群集,アイアシ群集が記録された。ヒメガ
 マ群落とウキヤガラーマコモ群集は東京湾ぞい,霞ケ浦,印旛沼などに発達した植分がある。
 多摩川でサγカクイ群落と報告されたものはサソカクイーコガマ群集としてまとめられた。
 またシ・ネーヨシ群落,'アシカキ群落が新らしく記載された。
 .スゲ型湿原としてはカサスゲ群集,チゴザサーアゼスゲ群集およびその先駆植生としてシ
 カクイーチゴザサ群落が記録された。
 オギ草原は,主として利根川の中～下流部に発達し,ハナムグラ一方ギ群集として組みか
 えられ,多摩川その他でオギ群集,典型亜群集としていたものは,ヤナギ林他の代償植生の
 考えσ)もとにヤブガラシ一寸ギ群落として区別された。
 流水辺のヨシ群落としてのセリークサヨシ群集,ツルヨシ群集の発達は,わが国の急流河
 川σ)特徴を示している。
 13ノイバラクラス(林縁生低木群落)
 沖積地のマント群落として,クコ群落が記載されたが,クラスの全貌はまだ十分解明され
 てはいない。
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 14オノエヤナギクラス(ヤナギ林)
 河辺の氾らん原にはヤナギ林が特徴的である。中～下流部の土壌堆積の多い立地に,イ男
 コリヤナギ群集に加えて,亜高木林としてタチヤナギ群集,高木林としてジャヤナギーアカ
 メヤナギ群集が新たに記載された。これらは,菅生沼,渡良瀬遊水池などに保存のよい林分
 がみられる。
 河川上～中流部の乾湿のはげしい砂礫土壌上にはネコヤナギ群集およびコゴメヤナギ群集
 が分布し,新しくドクウツギーアキグミ群集が記載された。これらはブナクラスに分布の中
 心を置くものと考えられる。
 15ハンノキ群落
 関東地方には2つのタイプのハンノキ群落が観察される。谷戸状地に生育するオニスゲー
 ハンノキ群集は貧養立地で泥炭形成を行なう可能性をもつハンノキ林であり,その分布はヤ
 ブツバキクラス域に一致する。ゴマギーハンノキ群集は,沖積の富栄養立地に生育する構成
 種の多いハンノキ林である。
 16アヵマッ林およびケヤキ林
 河川の氾らん原に自然に生育するアカマツ林として,ヒメヤブラγ一アカマツ群集が利根
 川中流で記載されたDこれは,一般のアカマツ群落に多いツツジ科植物を殆んど含まない。
 春植物を林床にもつコクサギーヶヤキ群集は,関東地方各地の台地や丘陵の下端部に点在
 する。
 以上の2群集およびゴマギーハγノキ群集をまとめ,上級単位としてエノキームクノキ群団
 を新設した。
 W河辺植生の配分
 1河床部
 河床部の植生配分は,水位すなわち増水や洪水の頻度と,それに伴う土性に対応して,帯
 状分布を示す。上流部では水ぎわからタウコギクラス,ツルヨシ群集,ネコヤナギ群集,コ
 ゴメヤナギ群集の順序で単純な配分を示す。
 中～下流域では水ぎわからサンカクイーコガマ群集,アゼナ群団,タウコギクラス、カモ
 ジグサーギシギシ群団,オギーヨシ群団,タケヤナギ群団の配分を示す。下流部は一般に人
 工堤防によって狭められているため,典型的な植生配分を見出すのは困難である。
 2後背湿地における湖沼の岸部
 比較的自然状態の残る渡良瀬川遊水池,菅生沼および霞ヶ浦の安定した岸部は共通した植
 生配分がみられ,沼側よりガガブターヒシ群集,ウキヤガラーマコモ群集,シ・ネーヨシ群
 落,カサスゲ群集,ハナムグラーオギ群集、タチヤナギ群集ジャヤナギーアカメヤナギ群
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 集の順序で生育する。
 3感潮部
 多摩川河口付近の塩生地では,流水側よりシオクグ群集,ホソバノハマアカザニウラギク群
 落,アイアシ群集の順序で配分し,ヤブガラシーオギ群落につづく。
 V沖積平野における人為的影響による植生の変化
 河辺や後背湿地の環境は,築堤,砂利採取,テラス化,埋立,排水,過窒素化などの人為的影
 響によって,変質,退行している。ゴマギーハγノキ群集を潜在自然植生とする立地では,クヌ
 ギ植林,ヤブガラシ一方ギ群落,様々なヨシ群落,カラスビシャクーニシキソウ群集,クサイー
 カゼクサ群集へと退行系列が認められる。
 オニスゲーハンノキ群集を潜在自然植生とする立地ではチゴザサーアゼスゲ群集,やコブナグ
 サ群落,ウリカワーコナギ群集,スズメノテッポウータガラシ群集,アゼガヤツリーカワラスガ
 ナ群集などの代償植生が存在する。
 都市河川の下流部では過窒素化によってタウコギクラスのミゾソバ群集やナガバギシギシーギ
 シギシ群集がいちじるしく発達し,さらに帰化植物(クワモドキ,アレチウリなど)の繁茂の一
 因ともなっているo
 W水辺における植生の保護と利用
 わが国は有数な多雨国であり,洪水が絶えず起り,被害を及ぼす。したがって河辺植生の護岸
 に対する役割が重要視されなければならない。
 河川上流部ではツルヨシ群集,ネコヤナギ群集,コゴメヤナギ群集が,下流部ではハナムグラ
 ーオギ群集,イヌコリヤナギ群集,タチヤナギ群集,ジャヤナギーアカメヤナギ群集などの根群
 の発達した植物群落の導入が考慮される。
 水生植物による汚濁水の浄化について,Seideiの学説に従うとすれば,わが国ではフトイ,
 ウキヤガラ,ショウブ,マコモ,ヒメガマ,サンカクイなどが適性種であると考えられる。
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 論文審査の結果の要旨
 河辺埴生は,河辺と河川周辺域の低地で増水や洪水の影響を多少ともうける範囲に生育してい'る
 植生である。それゆえ,複雑な立地に対応した多彩な植物群落が発達していて学術上興味ある対象
 となっているが,わが国での研究報告は少く,また広く低地をも含めた範囲の研究はなかった。奥
 田重俊はヤブツバキクラス域にある関東平野全域を対象として,自然植生、代償植生を詳細に調査
 し,国内外のそれら植生との比較検討を行った結果,ヨシクラスなど16クラス,ジャヤナギーア
 ヵメヤナギ群集など64の植生単位に分けられることを明かにした。つまり,浮遊植物群落とし
 てコウキクサクラス,それに沈水植物群落としてヒルムシ・クラス,塩沼地のウラギククラス,海岸
 有機物堆積一ヒのオカヒジキクラス,好窒素性一年生植物群落のタウコギクラス,水田雑草群落のイ
 ネクラス,畑地雑草群落のシ・ザクラス,路上ならびに路傍多年生群落のオオバコオーダーとヨモ
 ギクラス,ヨシ草原のヨシクラス,ヤナギ林のオノエヤナギクラス,ハγノキ林などである。そし
 て,上流域より河口域,不安定地から安定地,貧養地から富養地,湿地より乾そう地などと,立地
 に対応した植生の配分も明確にしている。一方,河辺植生の護岸に対する役割についての見解にも
 触れ,具体的にはツルヨシ群集,ネコヤナギ群集,ハナムグラーオギ群集,イヌコリヤナギ群集,
 タチヤナギ群集などの導入が考慮されるべきだとしている。
 以上の研究成果は,植物社会学,植物生態学の発展に大きく寄与するものであり,奥田重俊が自
 立して研究活動を行うのに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。よって奥田重
 俊の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。なお,6月6日最終試験を行い,博士過程修
 了者と同等以上の学力があることを審査員は確認した。
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